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補
正
総
額

-・・・・・圃

億

一
千
百
九
十
五
万
七
千
円

j

ふ
る
さ
と
交
流
館
開
館
記
念

事
業
費
な
ど
j

十
二
月
定
例
町
議
会
は

、

十
二

月
十
五
日
開
会
し

、

平
成
九
年
度

補
正
予
算
な
ど
議
案
十
件

、

報
告

一
件

、

請
願
一
件
が
提
案
さ
れ

、

請
願
に
つ
い
て
は
趣
旨
採
択

、

議

案
並
び
に
報
告
に
つ
い
て
は

、

原

案
、

と
お
り
可
決

、

承
認
さ
れ
ま
し

た
。

補
正
、

予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

、

国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

、

公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
を

合
わ
せ
た
総
額
二
二

、
九
五
七

。

千
円
の
補
正
予
算
と
な
り
ま
し
た

-
補
正
総
額

六
二

、

五
八
七
千
円

累
計
総
額

六
、

O
七
二

、

五
三
九
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と

お

り
で
す
。

O
郵
便
番
号
七
桁
対
応
等
電
算
業

務
委
託
料

一
、
九
九
O
千
円

。
身
体
障
害
者
措
置
費

二
、

八
O
O

千
円

。
ふ
る
さ
と
交
流
館
開
館
記
念
式

典
業
務
委
託
料
・
開
催
準
備
費

等

三
、

八
八
四
千
円

。
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

一
三

、

八
八
六
千
円

。
土
地
改
良
事
業
工
事
請
負
費

六
、
七

一
六
千
円

。
白
猪
ノ

滝
農
村
公
園
用
地
測
量

委
託
料

二
、

一
O
O

千
円

。
合
併
森
林
組
合
育
成
対
策
事
業

費
補
助
金

七
五
O
千
円

。
松
山
広
域
森
林
組
合
出
資
金

七
、

八
八
六
千
円

。
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
費
補

助
金

一
、
七
六
四
千
円

。
東
中
村
防
火
水
槽
工
事
請
負

費

四
、
三
O
O
千
円

般
会
計

圃
国
民
健
康
保
険

圃
仕
付
刷
別
会
計
訂

退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費

保
険
者
負
担
金
な
ど
で

補
正
総
額

四
六

、

二
五

一
千
円

累
計
総
額八

三
八

、

七
五
二
千
円

-
笥
ヨ
坊E
K首
玉
寸
リ
会
十

-
E

去
、
『
人
井
イ
口
刀
J
A
z
-
-

口

水
源
確
保
工
事
請
負
費
な
ど
で

補
正
総
額

一
七

、

八
六
九
千
円

累
計
総
額一

八
九
、
三
七
O
千
円

-
公
共
下
水
道
特
別
会
計

水
道
支
障
移
転
補
償
費
の
減
額

な
ど
で

補
正
総
額

ム
四

、

七
五
O
千
円

累
計
総
額四

三
七
、
三
一
六
千
円

般
議
案

O
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い

て任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
(知

識
経
験
者
)
に
、
熊
田
慶

一
氏
を



再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た

。

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る

職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
給
料

月
額
及
び
各
種
手
当
の
改
正
並
び

に
期
末
勤
勉
手
当
の

一
時
差
止
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

O
川
内
町
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
脳
死

し
た
者
の
身
体
に
対
す
る
療
養
補

償
を
当
分
の
閉
す
る
こ
と
と
な
り

土
4
1
レ
れ
ん。

O
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

(鳥
ノ
子
地
区

)
に
伴
う
字
の

区
域
の
変
更
に
つ
い
て

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
由
一
川

ノ
子
地
区
に
係
る
換
地
処
分
に
よ

り

、

字
の
区
域
が
変
更
さ
れ
る
も

の
で
す
。

O
ふ
る
さ
と
愛
媛
活
性
化
推
進
事

業
川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館
新

築
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
愛
媛
活
性
化
推
進
事

業
川
内
町

ふ
る
さ
と
交
流
館
新
築

工
事
の
変
更
設
計
に
伴
い
、
請
負

契
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す

。

O
平
成
九
年
度
公
共
下
水
道
事
業

9
ー
補
l

管
渠
工
事

①
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

平
成
九
年
度
公
共
下
水
道
事
業

9

|

補
|

管
渠
工
事

①
の
変
更
設

計
に
伴
い

、

請
負
契
約
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。幸良

と己
J:l 

O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報

主t
tコ継

続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
八
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
特
別
委

員
会
の
審
査
報
告
を

受
け
て
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

号車
E同

原買

O
医
療
保
険
制
度
の
連
続
改
悪
に

反
対
し
、
安
心
し
て
か
か
り
ゃ

す
い
医
療
の
充
実
を
求
め
る
請

願
書

趣
旨
採
択
と
な

り
ま
し
た

。

防災行政無線

川
内
町

で
は
、
平
成
十
年
度
よ

り

町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き

た
有
線
放
送
電
話
に
か
わ
り
、

川

内
町
防
災
行
政
無
線
局
を
開
局
し

運
用
を
開
始
し
ま
す
。

現
在
、
各
家
庭
に
業
者
が
訪
問

し
、
防
災
行
政
無
線
の
戸

別
受
信

機
を
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

一
月
下
旬
か
ら
は
、
試
験
放
送

を
流
し
な
が
ら
設
置
し
て
行
き
ま

す
の
で

、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

;{言機の設量にこ;jJ協i力を f

の大きさ

<たて> 23cm 

<よ こ> 13cm 

戸別

戸別受信機

6cm 

<重さ>約570g

<厚さ>

防災行政無線戸別受信機

一
世
帯
一
台
、
町
よ
り
無
償
貸
与

と
し
、
各
家
庭
で
保
管
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
個
人
負
担
が
必
要
な
事
項
}

O
電
気
代

(月
五
十
円
位

)

O
非
常
電
源
用
乾
電
池

(
新規
設

置
時
に
は
内
蔵
済
)

※

電
源
と
し
て

、

家
庭
用
コ
ン
セ

ン
ト
が
必
要
で
す
の
で

、

コ
ン
セ

ン
ト
設
備
の
あ
る
場
所
に
設
置
し

ま
す
。

も
し
、
コ
ン
セ
ン
ト
が

三

メ
ー

ト
ル
以
内
に
な
い
場
所
に
設

置
を
希
望
す
る
場
合
は

、
コ
ン
セ

ン
ト
増
設
費
が
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。



所得税の
確定申告は
ーしくお早めに f

-..2 月 16 日から 3 月 16 固まで~

平
成
九
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日

間
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

申
告
・
納
付
期
限
は

三
月
十
六
日
月
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り

ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん

。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、
で

き
る
だ
け
お
早
め
に
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い

。

圃
確
定
申
告
を
し
な
け

圃
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地
や

建
物
を
売

っ

た
場
合
な
ど
で
、

平
成
九
年
中
の
所
得

金
額
の
合

計
額
か
ら

、
配
偶
者
控
除
、
配

偶
者
特
別
控
除
、
扶

養
控
除
、

基
礎
控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を

差
し
引
き

、

そ
の

金
額
を
基
に
算
出
し
た
税
額
が

配
当
控
除
額
を
超
え
る
場
合

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収

が
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が

二
十
万

円
を
超
え
る
場
合
な
ど

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

の
な
い
サ
ラ
リ

ー

マ
ン
で
も
、
雑

損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取

得
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
は
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
は
、

二
月
十
五
日
以
前
で
も

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申

告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

(
申
告
書

は
松
山
税
務
署
又
は
、
役
場
税
務

課
に
備
え
て
い
ま
す

。
)

な
お

、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二

十
万
円
以
下
で
あ
る
な
ど
の
た

め
、
時
定
申
告
を
す
る

必
要
の
な

い
人
で
も
、
還
付
を
受
け
る
た
め

に
確
定
申
告
を
す
る
場
合
に
は

、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
に
つ
い
て
も
併
せ
て
申

告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。
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、
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川
内
町
で
の
納
税
相
談
日

一
一月

二
十
六
日
休

・

二
十
七
日

後

予
定
の
方
へ
は
別
に
通
知

マ
医
療
費
の
支
払
い
に
充
当

保
険
税

(料
)
が
高
い
、
と
い

う

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

保
険

税

(料
)
は
な
ぜ
高
い
の
で
し
ょ

、
っ
か。そ

の
理
由
は
、
保
険
税

(料
)

は
主
と
し
て
医
療
費
の
支
払
い
に

充
て
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す

。

医
療
費
は
毎
年

一
兆
円
の
ペ
ー

ス
で
増
え
つ
づ
け
国
民

医
療
費
の
総
額
は
年
間

二
十
七
兆
円
と
い
わ
れ

ま
す
。

国
保
の
医
療
費

だ
け
で
も

、

平
成
七
年

に
は
十

二
兆
九
、
八
六

九
億
円
に
も
達
し
て
い

ま
す
。

保
険
税

(料
)は
、
こ

の
膨
大
な
医
療
費
の
支

払
い
に
充
て
ら
れ
る
も

の
で
あ
り

、
ど
う
し
て

保険税(料)は

必ず

納めましょう
~保険税(料)はなぜ高い~

一

.胆E剛組事担.
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も

高
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ
け

で
す
。

マ
医
療
費
を
負
担
す
る
も
の

医
療
費
の

三
十
%
は
患
者
が
診

療
を
受
け
る
際
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
自
己
負
担
し
て

支
払
い
ま
す
。

残
り

七
十
%
は
固
な
ど
の

負
担
金
と
保
険
税

(
科
)
で
折
半
負
担

す
る
こ
と
に
決
め

ら

れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
国
保
の

全
医
療
費
の

三
十

五
%
は

、

保
険
税

(
料)を
も
っ
て
充
て

る
仕
組
み
に
な
っ

て

い
る
わ
け
で
す
。

保
険
税

(料
)
を
納
め
る
と
い

う
こ
と
は
、

医
療
費
を
払
う
と
い

う
こ
と
と
同
じ
こ
と
な
の
で
す

。

医
療
費
の
節
約
を

心
が
け
ま
し

ょ
へ
ノ
O



成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん

国
民
年
金
加
入
で

一
十
歳
の
ス
タ
ー
ト

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
大

人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ん

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、

二
十
歳
に
な
っ
て

何
か
ら
始
め
ら
れ

ま
す
か
。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど

様
々
な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

例
え
ば
、
国
民
年
金
の
加
入
も

そ
の

一
つ
で
す
。
二
十
歳
と
同
時

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
も
大
切
な
義
務
で
す

。

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
を
中

心
に

若
い
世
代
が
保
険
料
を

納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
の
年
金

を
支
え
、
ま
た
皆
さ
ん
の
老
後
の

所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
万

一
の

事
故

・

病
気
に
対
し
て
も
安

心
し

て
生
活
で
き
る

制
度
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

皆

さ
ん
は
「
年
金
な
ん
て
遠
い
将
来

の
こ
と
:

・
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
く
だ
さ

、

。

BV
 人

は
誰
で
も
年
を
と
り
ま
す

。

も
し

、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
ら

ど
う
し
ま
す
か

。

将
来
を
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
に
『
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
』
の
と
お
り
、
そ

の
時
に
な
っ
て
慌
て
ぬ
よ
う
に
若

い
時
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う

。

二
十
歳
に
な
っ

た
あ
な
た

、

今

す
ぐ
住
所
地
の
市
町
村
役
場
で
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

一

『
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
か
ら

一年
金
を
受
け
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん

一
現
況
届
の
市
町
村
長
の
証
明
が
必

一
要
な
く
な
り
ま
し
た
が

、
ご

存
じ

一
で
し
た
か
?

』

一

現
況
届
は
皆
さ
ん
が
引
き
続
い

一
て
年
金
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
か

一
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に

、

毎

一
年

一
回
誕
生
月
に
住
所
地
の
市
町

一
村長
の
証
明
を

一
ご
ぞ
ん
じ
で

一
受
け
て
提

出
し

一
司E
F
U

一
て
い
た
だ
く
も

一
Z
4

れ
ん

一
の
で
す
が
、
平

一

一
成
十
年

一
月
以
降
に
現
況
届
の
提

一
出
期
限がく
る
方
よ

り
「
市
町
村

一
長
の
証
明
」
や

「
他
の
年
金
の
管

一
掌
機
関
(
制
度
名
)
と
年
金
証
書一

一記
号
番
号
」
の
記
入
欄
が
削
除
さ

一
れ
た
こ
と

等
、

次
の
よ
う
に
届
出

一内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

。

00 
老人保健受給者の

皆さんにお願い
①受診の |緊は、保険証と老人

保健法による健康手1 1授と医

療受給者証を必ず提示して

ください。

②診療継続

扶養者の資格、勤務先の変

更など) の変更がある場合

は、すみやかに医療機関と

役場福祉課へ届け出をしてく

ださし、 。

健康手帳と医療受給者証

は、老人保健の受給資格を、

ま た、保険証は 、 医療保険

の加入者であることを証明

するものです。

老人医療の適正な運用のた

めに、皆さんのご協力をお

願いいたします。

魚調副;

一
.

本
人
以
外
の
方
が
代
筆
を
さ

れ
る
場
合
は

、

そ
の
方
の
氏
名

受
給
者
と
の
関
係
、
住
所
及
び

電
話
番
号
を
記
入
す
る

欄
を
追

加
し
た
こ
と
。

一 .

本
人
の
電
話
番
号
を
記
入
す

る
欄
を
追
加
し
た
こ
と
。

一
.
加
給
年
金
額
対
象
者
に
「
子

供
」
欄
を
追
加
し
た
こ
と

。

一
.

「
漢
字
収
録
」
欄
を
削
除
し

た
こ
と

。

あ
な
た
の
大
切
な
年
金
を
受
取

る
た
め
に

必
要
な
手
続
き
で
す

。

お
手
元
に
現
況
届
が
届
い
た
ら
、

す
ぐ
に
記
入
し
て
提
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

も
し
も
提
出
が
遅
れ
た
り
、
忘

れ
た
り
す
る
と
年
金
の
支
払
い
が

一
時
止
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り

、

あ
な
た
の
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
結
果
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

ー
し
辛
子
し
ょ
、
っ。

な
お
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
が

、

六
十
五
歳
に
な

っ

た
時
に

U

ん
、
一提
出
す
る
「
国
民
年
金

・

一
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付

一裁
定
請
求

書
(
は
が
き
形

た
一
式
)
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
長
の
証
明
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
間
違
え
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い

。

手
続
き
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ

れ
ば
、
国
民
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

.・



川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
よ
り

六
月
三
十
日

、

全
校
生
徒
が
中

央
公
民
館
に
集
ま
っ
て
い
じ
め
に

つ
い
て
の
映
画
を
見
ま
し
た

。

小

学
生
の
頃
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
き

た
幸
子
さ
ん
と
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

が
人
権
劇
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ

と
を
通
し
て
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

恩人映く
いが画と
つどをい
めれ見つ
宇だて話
刀:けいで
す悩じす
付みめ
か、ら僕
り苦れ は
まして
しんいこ
たでるの

同和教育だより

そ
れ
と
同
時
に
同
じ
中
学
生
と
し

て
と
て
も
胸
が
痛
み
ま
し
た
。

映
画
の
中
で
の
い
じ
め
の
内
容

は
、

「死
ね
」
と
教
科
書
に
書
い

た
り
、
そ

の
子
を
無
視
し
た
り
と

言
う
こ
と
で
し
た
。

僕
は
、
と
て

も
信
じ
ら
れ
な
い
気
が
し
ま
し

人

作

権

一一寸

達

友

の

川
内
中

学
校
二
年む

匂
H

A【
円
ハ

た
。

同
じ

ク
ラ
ス
に
い
る
友
達
な

の
に

、

そ
の
人
の
人
権
を
無
視
し
、

そ
の
人
の
こ
と
を
同
じ
人
間
と
思

っ
て
い
な
い
行
動
を
と
る
の
で
す

。

今
、
中

学
生
の
い
じ
め
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

も
う
生
き
て
い
く

の
が
い
や
に
な
っ
た
と
い
っ
て
自

殺
す
る
人
が
と
だ
え
ま
せ
ん
。

せ

っ
か
く
親
に
も
ら

っ

た
体
、
そ
れ

な
の
に
顔
の
ど
こ
そ
こ
が
変
だ
、

し
ゃ
べ
り
方
が
変
だ
、
背
が
高
い

だ
低
い
だ
の
と
言
わ
れ

、

自
分
に

は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
こ
と
な
の

に
い
じ
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で

す

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
中

一
度
は
死
に
た
い
と
考
え

た
人
も
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
は
な

'
』
ふB
A目、

1
v
l
 

文

(2) 

力

L一一

田

圭

助

い
で
し
ょ
う
か

。

だ
け
ど
親
や
兄

弟
に
迷
惑
を
か
け
る
か
ら
自
分
だ

け
が

、

が
ま
ん
す
れ
ば
い
い
ん
だ

と

、
心
の
中
で
泣
い
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

映
画
の
中
の
幸
子
さ
ん

も
そ
う
で
し
た

。

そ
う
い
う
人
が

な
に
よ
り
も

一
番
必
要
と
し
て
い

る
の
が
友
達
で
す
。

い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

う
ち
に

、

友
達
と
い
う
存
在
が
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
い
も
の
か

と
、

僕
池
田
μ
う
よ
う
に
な
り
ま
し

A
1

1

'

l

i

 

た
。

た
と
え
一
人
で
も
自
分
と
い

ろ
ん
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ

一
人
で
い
い
か
ら
自
分
の

味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
人
、
そ
う

い
う
人
を
今
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

る
人

、

人
は

一
番
必
要
と
し
て
い
る
の
で

す
。

僕
に
は
そ
ん
な
友
達
が
い
ま

す
。

で
も
、
今
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
人
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

。

昔
は
い
じ
め
ら
れ
る
方
も
悪
い

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が

、

今
は

、

い
じ
め
る
方
が
一
O
O
%

悪
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

僕
は
そ
の
意
見
が
も
っ
と
も

だ
と
思
い
ま
す

。

た
と
え
性
格
の

問
題
で
も
注
意
し
て
あ
げ
れ
ば
い

い
し

、

そ
れ
以
外
の
体
の
こ
と
な

ど
は
そ
の
人
が
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
か
ら
で
す

。

ま
た
、
い

じ
め
は

、

直
接
手
を
く
だ
す
人
達

だ
け
で
作
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
わ
り
で
い
じ
め
が
起

こ

っ

て
い
る
の
に
だ
ま

っ
て
い
る

人
も
い
じ
め
て
い
る
人
の
中
に
入

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め

に
つ
い
て
授
業
中
に
考
え
て
い
る

シ
」
込
C
に
・
も

「
い
ち
い
ち
め
ん
ど
く
さ
い
」

「
自
分
に
は
関
係
な
い
の
に

、

こ

ん
な
こ
と
い
い
じ

ゃ

ん
」

な
ど
と

言
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。

こ
う
い
う
人
が
い
る
か
ら
い

じ
め
と
い
う
問
題
が
い
っ
こ
う
に

へ
ら

ず
、

反
対
に
増
え
て
い

っ
て

い
る
の
で
す
。

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由
と

平
等
に
生
き
る
権
利
を
持
っ

て
い

ま
す
。

し
か
し

、

い
じ
め
や
差

別

に
よ
っ
て
憲
法
が
た
だ
の
言
葉
に

な

っ

て
し
ま

っ

て
い
ま
す
。

僕
は

、

こ
れ
か
ら
人
権
に
つ
い
て

、

い
じ

め
に
つ
い
て
、
そ
し
て
何
よ
り
友

達
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す

。

も
し
、
自
分

の
ま
わ
り
の
人
が
い
じ
め
ら
れ
て

.‘ 

傷
つ
い
て
い
た
ら

、

進
ん
で
手
を

さ
し
の
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
り
ゃ
あ

、

い
じ
め
て
い
る

人
に
注
意
す
る
の
は
、
こ
わ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
け
ど
勇
気
を

だ
し
て

言
っ
た
そ
の

一
言
が
い
じ

め
を
な
く
す
始
め
の

一
歩
に
な
る

ん
だ
と
思
い
ま
す

。



-~jー­
A 成人式には、新成人1 14人 (男44人・

女70人)が出席。

おめでとう
新成人 l

記
念
品
受
領
者

大
野
夏
樹

さ
ん

‘, 
雨
の
た
め
、

今
年
は
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で記

念
撮
影

企 誓いのことば‘

伊藤央さん

.... 
記念式典の後は、中学校時代の恩師の先生をお

招きして、茶話会が開催されました 。
フィルムケースを積み上げて行くゲームや 、 風

船割りゲームなどでひさしぶりに顔を合わせた友
人と旧交をあたためていました。

-



三恵ホーム交流もちつき大会 砂
12月 16 日 、三恵ホ ー ムのもちつき大会が川内町商工

会青年部と 川内保育園の園児が参加して行われまし

た。

三恵ホーム園生や保育園児、そして三恵ホーム園長

さんも、もちつきに飛び入りで参加するなど、楽しい

もちつきとなりました。

つきあがったもちは、その場で参加者にふるまわれ

ました。

力メラレポート

4 揚り畑遺跡 2 次調査

全国小学生バドミントン 惨
選手権大会出場 f

12月 26 日、高松市で、全国小学生バドミントン選手権大

会が行われ、川上ス ポー ツ少年団バドミントン部が出場

しました 。

試合結果は、惜しくも初戦突破なりませんでしたが、

2 年連続全国大会出場の快挙でした。

現場説明会
12月 23 日、工事中のふるさと交流館横で揚

り畑遺跡 2 次調査現場説明会が開催されまし

た。

今回の発掘調査では、石包丁や方形状の土

坑状遺構、掘立柱跡などが確認されました。

4 年末少年夜警
12月 27 日、少年消防クラブ員を中心に 、 子どもたちが参加

して年末夜警が行われました。

消防団員に付き添われながら暗い夜道を大きな声で「火の

用心、マッチ一本火事のもと J と連呼し、沿道の民家に防火

を呼びかけました。

.‘ 



力メラレポート

選手宣誓

寺田政澄さん

千恵子さん

光貴くん

雨の中の力走

v 

G�.. 
1 月 7 日、中央公民館で 「七草がゆ

を食べる集い」が開催されました。

これは、花づくりボランティアの皆

さんが、 山菜研究家の大石延夫さんの

協力を得てはじめた集いで 、 今年で 3

年目となります。

七草がゆは 、 公民館を訪れた大勢の

人にふるまわれました。

クラス日Ij

3 
km 
l 位

康健 2 位

(男) 3 f立

3 l 位
km 

健康 2 位

(女 ) 3 位

氏 名

文野祐介

弓 立哲大

佐伯将志

石丸知津

藤本 小百合

大野智品

4 第 9 回元E健康

マラソン大会
1 月 1 日、恒例と なりました元旦健康

マラソン大会が川上小学校で、行われまし

た。

あいにくの雨にもかかわらず、町内外

から 352名の参加があ り ました。

上位入賞者は、下記の とおりです。

クラス別 氏 名 クラス別 氏 名

5 
km 
l 位 佐伯寿典 10 

km 
1 位 大浮達郎

競 2 f立 一宮 大倫 競 2 位 小木曽淳一
走 走

(男 ) 3 位 園部 一 雄 (男 ) 3 位 玉 井昭 夫

5 11立 坂元 美 砂 10 1 位 阿部明 子
km km 

競 2 位 肉崎久 美 競 2 位 相原和 美
走 走

(女) 3 位 西田和代 (女) 3 位 長井千秋

展示された春の七草

子どもの参加も多かっ た 「七草がゆを

v 

4 三世代交流フェスティバル
l 月 10 日 、 三 世代交流フェステイパルが中央公民

館大ホールで、行われました 。

子どもからお年寄 り約200名が参加しての交流会

では、 VYS によるレクゲームが行われ、 続出する

珍プレーや珍問答に会場は、笑いの渦と化 しました。

最後にお楽しみ抽選会もあり、笑顔でお聞きとな

りました。
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『
タ
ン
ゴ
句
会

吟

記
」

行

j

又
野
山
荘
に
て
j

広
瀬
公
園
は
、

た
が
、
住
友
の
大
番
頭
の
住
居
跡
は
当

時
の
隆
盛
を
し
の
ぶ
の
に
充
分
の
所
で

し
た
。

吟
行
の
目
的
地
『
又
野
自
然
と
文

化

の
里
』
は
、
約
二
五

O
年
前
庄
屋
の
茅

茸
民
家
を
新
潟
県
中
魚
沼
郡
よ
り
移
設

復
元
さ
れ

、
そ
の
中
の

二
十

一
畳
の
座

敷
で
句
会
を
い
た
し
ま
し
た

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管
理
を
さ
れ
て
い

る
、
山
内
保
司
氏
の
ご
好
意
で
回
遊
式

の
庭
園

、

茶
室

、

露
天
風
呂

、

著
名
な

作
家
の
彫
刻
や
石
仏
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

。

田
部

向
也
口u

d
z
r
t
 

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い

。

2
9
6
6

・

2
2
2
2

有
線
2

1
1
1

一
冬
枯
れ
の
心
を
癒
す
旅
の
宿

一
ほ
っ
こ
り
と
又
野
山
荘
小
春
か
な

一小
春
日
や
又
野
の
型
の
よ
き
出
会
ひ

一
等
目
の
残
り
し
山
荘
冬
、
つ
ら
ら

一
一
任
助
や
玄
関
先
も
床
の
間
も

宇
和
川
和
喜
子

一
海
は
る
か
萱
に
冬
の
日
の
ぬ
く
し
松
木
重
子

一
小
春
日
や
池
面
の
家
鴨
列
を
組
み
樋
口
幹

一
四
炉
御
よ
り
湯
茶
を
も
ら
ひ
て
句
会
か
な
亀
田
ミ
チ
ル

一
訪
な
い
し
山
荘
い
ろ
り
に
迎
え
ら
れ
井
上
仁

一小
春
日
や

大
政
璃
戸
よ
り
瀬
戸
の
海
上
回
マ
サ
ミ

一
石
蕗
咲
く
や
茶
室
の
庭
の
据
り
石
池

川

一
断
崖
に
散
り
残
り
け
り
冬
紅
葉

名
越

佐
)11 

主号

由
手IJ

名
越

池
)11 

j霊

~婦人会から~

広
明

に
へ

二

、

J
'

-

一
一ノ

(
代)

手IJ
江

た
AM
ι
L

4
4
/
4
・
，

b
q
l

吉
子

水
穂

!腕l
谷

川
内
吟
社
一
月
例
会

池
川

明
谷

選

お
白
出
反
を
-
Aめ
か
す
孫
の
初
電
話

高
須
賀
茅
花

飲
み
足
り
し

犬
・
応
へ
な
さ
寝
正
月

念

•,,. 
肯ヂ

波

初
湯
出
て
湯
気
の
赤
子
の
萱
ら
る
る

i也
)11 

7]<. 

主主

初
風
呂
や
掛
湯
を
弾
く
女
肌

時
へ
渡
る
風
の
ひ
び
き
や
寝
正
月

高
須
賀
静
江

近
藤

千
春

口
ず
さ
む
演
歌
一
卜
節
初
湯
か
な

官
宝子

斗
清

か水の
け穂 日今秋
ま先行の
し生を-

t の計 R
γ 画一
回しダ

生名、ン
憎 で油ゴ
の 新 日 句
性 層胴声
聞 倶怠一

日 へ羊初
で とどめ
し出「て

短響 l 会新
日 iwít h 
を量 y. 員暗特
古む ン - 1ハ筆
屋 山 '、、 岡市す
2:日~ ::J 、街べ

j、 信1 戚 J〆ん

品京 ?含嘉 手通 5
余な イ1・ - JLι

2 油 句 モ日空
，~童三 しがり

川呆 t.:. - 壁
県 E 望が
/0- で動

きき

河
豚
鍋
や
下
戸
は
し
ゃ
へ
ら
一
す

ι慨
を
喰
ふ
能
…
田
j差

知
り
合
ひ
に
出
逢
ふ
道
後
の
初
湯
か
な

布告

治
子

子
ら
去
り
で
あ
と
は
気
伎
の
寝
正
月

家
族
み
な
部
屋
に
こ
も
り
で
寝
正
月

モr
向

i額

照
幸

:也
)11 

明
谷

• 2 月 EMボカシづくり

2 月 22 日 ( 日 ) 午後 2 11寺

中央公民館大ホール

希望の方は、入浴用ボカシも作れ
ますのでご参加ください。

-桜学級町外研修
2 月 28EI (土 ) 岡山方面

新年あけましておめでとうござい
ます。

昨年は色々と |荒ただしい年でした

が皆様方には、ご支援をいただき誠
にありがとうございました。

今年もどうぞよろしくお願い申し
上げます。

-温泉郡婦人教育研究大会

2 月 7 日 (土 ) 午前10時40分~
川内町中央公民館大ホール

3 年に一度の川 内町での開催で

す。 重信、中島、 川内の三 IUTが一堂

に会し、楽しい交流と価値ある研修
を積みましょう 。

まだ参加申し込みをされてない方

は、急いで、地区役員さんへ申し込ん

でください。



TOWNTOP/CS 

さん

( 竹之鼻)

PERSON 

黒川盛昭歳満

十
川戸
室
連
一
鯖
全
園
小
学
生
代
、

E
qiu
y下旬日

いしι
υに
い
し
心
比
勺選
手
権
大
会
出
場
合
専
ば川

「腕
を
振
っ

て
は
だ
め
」
「
手
大
会
で
は
な

か
な
か

首
を
か
え

し
て
」
、
冷
え

込
む
体
初

戦
を
突
破
す
る
こ

育
館
の
中
で

、

熱
っ
ぽ
く
パ
ド

ミ
と
が
で
き
ま
せ
ん

。

ン
ト

ン
の
指
導
を
す
る
黒
川
さ
ん
。

黒
川
さ
ん
の

指
導
す
る
川
上
ス

ポ
ー

ツ

少
年
団
バ
ド

ミ
ン

ト

ン
部

は
、

一
昨
年
、
昨
年
と
予
選
を
勝

ち
抜
き

、

二
年
連
続
で
全
国

小
学

生
バ
ド

ミ
ン

ト

ン
選
手
権
大
会
へ

出
場
し
ま
し
た
。

し
か
し

、

川
柳
も
づ
く
吟
社
十
二
月
例
会

美
し
い

羽
根
に
拍
手
の

孔
雀
困

全
国
大
会
で
は

、

喜
撰
亭

選

篠
森
美
登
里

女
性
票
味
方
に

付
け
て
勝
い
く
さ

田
中

元f

峯

る

い
忘
れ

誤
解
を
さ
せ
る

こ
と
に

な
り

平
岡

深
舟

淋
し

さ
は
金
を
味
方
に
世
を

・渡
り

忘
れ
た
と

昔
を
捺
す
年
の
功

「7
て
の
レ
ベ

ル
の
官同

さ
を
思
い

知
ら
さ
れ

、

も

っ

と
練
習
を

増
さ

な
け
れ
ば
勝
て
な

い
」
と
痛
感
し
た
そ

う

で
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の

i

熱
心
な
指
導
の
か
た
わ
ら
、
自
ら
も

指
導
者
講
習

Z

会
な
ど
に
参

加
し

、

指
導
者
と
し
て
の

レ

ベ
ル
ア

←

i
?

ッ
プ
を
図
っ

て
い
ま
す
が

、

「指
導
者
の
絶
対
数
が

γ
ソ

i
不
足
し
て
い
る
の
が
悩
み
の

一
つ
」
と
い
い
ま
す
。

\

、
\
ホ

将
来
は

、

「小
学
校

・

中
学
校

一
貫
で
強
い
チ
|

ム
、
選
手
を
育
て
た
い

」
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ

宇
品
1
し
れ~。

山
本
ひ
ろ
志

モy
向

岡

出r
h目
皿

」

I

ご

，

ι

ハ
ス

に
乗
り

宿
の
ス
リ

ソ
パ
だ
と

気

付
与
佐
ヤ
木
胡
舟

竹
容
止
め
て
拾
っ

た
鳥
の
羽
根

忘
れ

な

い
仰
の
景
色
の
美
し
さ

網
棚
に
な
ぜ
な
ぜ
伐
る
お
骨
箱

強
豪
ぞ
ろ
い
の
全
国

忘
れ
て

た
小

金
が

反
る
年
の
暮

渡
部一

佐
久
良

田
の
岡
田
川

山
本

山
ザ
伸小
山
」
乃

hp
p
'

之hJ

主
主
唱
r

ι
F
J
主

・

4
-

d
r

ノ

都
築
登
貴

子

思
わ
せ
ぶ
り
味
方

の
よ
う
な
な

い
よ
う
な

サ
ス

ペ
ン

ス

煙
草
を
灰
に

し
て
し
ま

い

川
柳
も
づ
く
吟
社
二
月
例
会
御
案
内

...ι 

'='..'.，，~.;~. 一

巨E み
二宮匠くん

( 2 月 3 日生 )

健康でたくましく

そしてやさしい子にね !

(父 、 母より )

兼場 日
題所時

‘
一
ロ
向
瀬
喜
採
亭

二
月
七
日

(土
)
午
後
七
時
よ
り

中
央
公
民
館

枯
れ
る
・
石
・

霜

l�!f)B 1 

青野圭輔くん

( 2 月 20 日 生)

元気に育て 。

(父 、 母 よ り)

来月号は、 3 月生まれの満 1 歳

児を募集します。 2 月 5 日まで

に役場総務課広報係まで写真と

ゴメントをお寄せください。



イプブ才メ/ジョブ

州内駅伝
競走J大会

2 月 8 日(日)

(雨天の場合は、 15 日 )

受付 9 : 30~ 

開会式 10 : OO~ 

スタート 10 : 30~ 

川上小学校(周辺)

・ 小学生の部

(4 ・ 5 ・ 6年生のスポ少団員 )

・ 中学生の部

・ 一般の部(町内在住者)

会問い合わせ先

川内町体育協会

事務局

(包966-4721 )

園
雇
用
促
進
住
宅
の

園
入
居
募
集

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
愛
媛

県
下
に
6

ヵ

所
6

4

0

戸
の
雇
用

促
進
住
宅
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
勺

申
込
は
、
ハ

ロ
l

ワ
l

ク
(
公

共
職
業
安
定
所
)
の
紹
介
に
よ
り

就
職
し
、
ご
家
族
と
一
緒
に
住
宅

を
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

の
た
め
に
、

他
に
適
当
な
住
宅
が

見
つ
か
る
ま
で
の
間
一
時
的
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。

第 e 固

時女日

入
居
で
き
る
方
は

、

次
の
い
ず

れ
の
条
件
に
も
該
当
す
る
方
で
す
。

①
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

こ
と

。

②
毎
月

の
月

収
額
が
家
賃
等
の
4

倍
以
上
あ
る
こ
と

。

③
同
居
す
る
家
族
が
あ
る
こ
と
。

④
確
実
な
連
帯
保
証
人

(原
則
と

し
て
勤
務
先
の
事
業
主

)
が
あ

守
合
こ
シ
」。

⑤
住
宅
に
困

っ

て
い
る
こ
と

。

な
お
、
県
下
の
雇
用
促
進
住
宅

の
所
在
地
は

、

下
表
の
と
お
り
で

す
。詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ

ー

ワ
ー

ク
(
公
共
職
業
安
定
所
)
又

題。

所

象

*場

安対

は
雇
用
促
進
事
業
団

促
進
セ
ン
タ
ー

(2
9
4
7

・
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

愛
媛
雇
用

6
7
7
)
 

気
』
い。

雇用促進住宅の所在地

宿舎名 住 所 規模 家 イEヨ差Z是

多田宿舎 大洲市多国甲 6-2 2DK 14.700円~ 17.600円

国分宿舎 今治市国分 2 -5 -26 2K 1 1. 500円~ 13 .800円

大野宿舎 西条市大町JJI~丸397 2K 1 1.200円~ 13 .400円

泉川宿舎 新居浜市松原町 5 2K 12.900円~ 15.500円

堀江宿舎 位WI首1#il:ì.工 IID- 1l2 1 一 7 2DK 14 .500円 ~ 17.400円

松 山上野宿舎 松山市上野 IID 甲 774 3DK 26.900円 ~32 .300円

口 圃・・・・ 要 ※
手 秋瀬 主主
マ 工戸 、 他

号室:-P"昔 と

0) し し
写ま 人
真な 共
大み 益
募海 空
集道 み

し
ま
な
み
海
道
の
秋
、
ま
た
は

口
場
所

中
央
公
民
館

口
相
談
員

池
川
温
子
教
育
相
談
員
が
相
談

冬
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
し
た

写
真

口
応
募
期
限

平
成

叩
年
3

月
2

日
ま
で

口
応
募
要
項

カ
ラ

l

プ
リ

ン
ト

四
つ
切
り
サ

イ
ズ

(ワ
イ
ド
可
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
は
不
可

)

口
発
表

平
成

叩
年
3

月
発
表
予
定

口
応
募
先
・

問
い
合
わ
せ
先

〒
7
9
0

愛
媛
県
松
山
市

一

番
町
4

丁
目
4

の
2

愛
媛
県
庁

内
愛
媛
県
瀬
戸
内
海
大
橋
完

成
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

写
真
募
集
係

(2
9

1

3

・
5
5
7
7

)

口 ・・・・・詰 日本目い
末 時 談じ

8 会 室め
時 l;き

努 { な

1L や
持 み

に
応
じ
ま
す
。

口
相
談
電
話E

9
6

6

・
6

1

5

0

有
線
6
0

1

0

無
料

・

秘
密
厳
守
)

a ‘ 

を
抑
え
る
こ

と
が
必
要
で

す
。

家
庭
で



イプブ才メ/ジョブ

口
内
の
数
字
は
、
全
国
の
家
庭

で
1

年
間
実
施
し
た
場
合
の
省
エ

ネ

量
(
原
油
換
算
)。
ち
な
み
に
、

I

万
k
t

は
ド
ラ
ム
缶
約
5

万
本

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

実
践
す
る
こ
と

で
地
球
環
境
を
守
り
、
ま
た
家
計

の
節
約
に
も
な
る
賢
い
生
活
、
ス

※
外
出
時
は
、
近

く
な
ら
な
る
べ

く
徒
歩
か
自
転
車
で
。

自
動
車
や
バ
イ
ク
の
駐
停
車
時

マ
l

ト
ラ
イ
フ
を
始
め
て
み
ま
せ

は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
ま
し
ょ

分
に
相
当
し
ま
す
。

ん
か
。

、
つ
ノ
。

①暖房温度は20度以下に l暖房温度が20同社いように却のこまめな船 主出
(夏季の冷房温度は28度以上に )

②電気こたつを上手に使う …|付一緒に伽
低めの温度で熱を逃がさないように

③不要な暖房機器の使用をやめる ーフ電気一献カーペットなと [1047JkY
の暖房機器の使用を l 日 i 時間控えると

④お風呂はお湯が冷めないうちに
連続して入浴すると … 2出連続して入浴

⑤入浴時のシャワーの 1 分間短縮 シャワーのお湯の流しっ放しを 1 分間やめると
, 277Jkl J 

⑥給湯温度を下げる 給湯温度を高めに設定していませんか。 食器洗いに使用 ぐ66ハ一万k一 l一 1
するお湯の温度を 5 皮下げると

⑦テレビの使用 を 1 日 1 時間控える
山肌

ませんか。 スイッチを切るときは主電源も

冷蔵庫にものを詰め込みすぎると冷気のおIEhが悪〈な旬余 11万k什、
③冷蔵庫を効率よく使用する 分な電力を消費します。 食品などをすばやく取り出せるよ

うに庫内を整理し 、ドアの開閉を必要最小限に

⑨洗濯機を効率よく使用する 間前…日(8分自)での…ける 147JklJ 

⑩掃除機のごみをこまめに捨てる フィルターや進達ノ詮にごみがたまらないように どり
⑪電気製品の主電源をOFF にする リモコ川イゆっても電間資している電気 447JklJ 

製品がたくさんあります (待機時消費電力 )

⑫白熱電球を蛍光灯に切り替え 、 蛍光灯 l土電球に比べ寿命が長〈、. ι ! 65万)ーkl 1 
こまめな消灯を みます。 月に l 回は照明器具の清掃を 1 

一
ハ
ロ
I
ワ
I
ク
ア
ン
サI

労
働
省
で
は
、
県
下
安
定
所
の

所
在
地
案
内
を
は
じ
め
、
雇
用
保

険
の
失
業
給
付
や
各
種
助
成
金
な

ど
の
疑
問
に
つ
い
て
、
安
定
所
の

窓
口
に
代
わ
っ
て

、

M
時
間
い
つ

で
も
ど
こ
か
ら
で
も

、

電
話
や
F

A
X

で
自
動
的
に
お
答

え
す
る
サ

ー

ビ
ス

(
ハロ
l

ワ
l

ク
ア
ン
サ
l

)

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
尋
ね

し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
次
の
電

話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ

い
。

(
8
9
4
3

・
8
6

0

9

)

( 12月中) ・

3416 

-

2416 

.有線放送電話加入者異動のお知らせ

1it 

一
吉口

,iq
l 

貞

い
い

、
寸
ノ

イ白

西

イ左

大

回

久

退

立
回
土口

口脱

.~月ごみの収集時 中-p-23
, . もえるごみ
収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷西谷

tムーヰ-
月・木 土谷 ・ 滑川 ・奥松瀬川

天神 (山田団地を除く ) 変更なし

火・金
北方

週 南方

水・土
前松瀬川・山田団地・横灘団地 2 月 11 日 (水)は

町筋 (天神を除く ) 2 月 1 2 日 (木)に収集

2. もえないごみ・有資源回収

収集地域 ガラス 目空ビ ン類 空き告等金~m類 有資源回収

東苔・西奇

j 月 23 日 (月 )土谷・滑川・奥松瀬川 2 ~ 9 日 (月 ) 2 月 16 日(月 )
天神(山田団地を除く )

北方 2 月 10 日 (火) 2 月 24 日 (火) ;月 17 日 (火)
南方

町筋(天神 を除く)

前松瀬川 2 月 14 日 (土) 2 ~25 日 (水) 2 月 18 日 (水)
山田団地 ・横灘団地



健康センターから

2月健康憤報
-健康センター n966・2191 有線5833

E~I噴』古品店F長老酒 園長棄却曙咽・ -田!.ID:;U..l・

0育児相談 0健康相談 ・栄養相談 | 理学療法士による機能回復の訓練を行 つ

日時 2 月 26 日 (木 ) 血圧 ìfllJ定 、 尿検査を行っています。 | ています。
受付午前 9 時~ 10[l寺 健康に関することはお気軽にご相談 | 日 時 毎週水曜日

場所 健康センター 11暗

対象児 平成 9年 7 ・ 8 月、 平成8

年12 . 平成 9年 1 月生ま
れの乳児

( 6 ・ 7 ヵ 月児、 13 ・ 14 ヵ 月児)
内容 身体測定 、 発達チェック 、

保健指導、栄養指導
持参品 母子健康手11張 、 アンケー

卜 (事前に送付します)

0育児学級

日時 2 月 26 日 (木)
受付午後 l 時~2 時

場所 健康センタ - 1 階

対象児 平成9年10 ・ 11 月、平成
9 i:l三 3 ・ 4 月 生まれの乳児

( 3 '4 ヵ 月児、 10 ・ 11 ヵ

月児)
内容 身体制定、 発達チェック 、

小児科診察保健指導、
栄養指導

持参品 l君子健康手帳、 アンケー

ト (事前に送付します)

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日 午前 911守 - 12時
場 所 健El~センタ - 1 階

持参品 母子健康手|脹

内容 身体制定、 育児相談

固l'li冨ヨ

下さし、。

日 時 毎週水曜日
午前 9 時~ 12時

場 所 健康センター

I 階運動指導室

0こころの健康相談
精神的に不安定だったり、お年寄り

の痴呆等の相談をお受けしています。

日時 2 月 10 日 (火)
午前 9 [1寺 ~ 1211寺

場 所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦
までご連絡下さい。

0滑川健康相談
日時 2 月 4 日 ( 7J()

場所
海上午前11時 ~ 12時

九騎午後 1 U寺30分 ~ 2 時20分

生活改善センタ ー

午後 2 時30分~ 3 時30分

-~璽置這幌東奮ヨ・

日 時 2 月 23 日 ( 月 )
午後 l 時30分~ 3 n寺

場所 健康センター

内容 講演 ruø.の病気ア レコレ J
愛媛大学医学部眼科学教室

俊野敦子先生

日 H寺 対象児 と 注意事項

種 2 月 3 日 (火) 3 ヵ月 - 7 歳 6 カ月の者。

i畏 午後 21時 ~ 3 時
* 百日ぜきにかかっ たことのある方は二種混合 ( ジ

h. フテリア ・ 破傷風) を受付で申し出て受けて下さい。
Eコ

、y 2 月 1 71:1 ( 火) 3 ヵ月 ~ 4 歳の者。
反 午後 21時 - 3 時 * 2 EI 後、ツベルクリン反応検査をします。

一一一ーー ーー 一一ー一ー ー ーーー ー ーー ー ー ーーー←ーーーー ーー一一 ー 一一一 →

B 2 月 19 日 (木) 3 ヵ 月 ~ 4 歳の者。
C 
G 午後 2 時~ 3 時 牢 ツベルクリン反応判定を行い、陰性者のみBCG接種をします。

風 2 月 27 EI (金)
l 歳 ~ 7 歳 6 ヵ月の者。

* MMR (風疹 ・ 麻疹 ・ おたふくかぜ) を 、 受けて
疹 午後 2 時 ~ 31侍

いる方は、受ける必要ありません。

。場 所 健康セ ン ター 21街 。持参品 母子他m~手帳、予防接種手帳、体漏計

a‘ 

午後 1 11寺 ~ 3 時

場所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので、保健婦まで

ご連絡下さい。

-~，，;;鴎諸島重i咽ID指定田園田圃

日 時 毎週月曜日

午前 8 時30分~ 1O時
場 所 健康センター

持参品 印鑑、 登録をしている犬は鑑札
予防注射 i斉票

-lX .ÚD.・
日時 2 月 13 日(金)
場所 川内町役場別館前

午前 9 時30分~ 12時

一 浦精機 (株)
午後 l 時30分~ 3 時30分

-・""'=(11豆諸"ヨEヨ・

日 当番医 住所 電話

1 日 愛援十全医療
川 内 IIrJ・南方

966-

( 日日程 日 ) 学院附属病院 5011 

8 日 国立療養所
重信町横河原

964一

( 日 曜日) 愛媛病院 2411 

11 日
重信 118 志津川

964一

(建国記念日 )
ñ定石病院 1234 

15 日
中川病院 松山市南梅本町

976-

( 日 曜 日 ) 7811 

22 日
岸本医院 川内 IIIT北方

966-

( 日 曜 日 ) 5670 

24時間体制
川内町在宅介護支援センター

9 6 6 -6 250 



Photo 

表紙の写真

1 月 10 日、 三 世代交流会での l コマ。

人の言うことは当てにならないことが証明

された伝言ゲームでした。

口

世帯数

戸籍の窓
(12月 受付分・敬称111告)

町の動き

11 ，023人 (+8 人)

5，233人 (+ 1 人 )

5，790人 (+ 7 人 )

(+ 1 戸 )3 ，681 戸

男

女

人

有
線
放
送
電
話
の
交
換
室

昭
和
三
十
二
年
か
ら
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た

川
内
町
有
線
放
送
電
話
も
、
平
成
九

年
度
で
そ
の
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

。

こ
の
写
真
は
、
昭
和
凹
十

一
年
頃
の
有
線
放
送

電
話
交
換
室
で
す
。

当
時
は

、

女
性
交
換
手
が
二

十
四
時
間
体
制
で
、
電
話
を
取
次
い
で
お

り

、

「O
O
番
さ
ん
」
と
い
う
交
換
手
の
声
が
電
話
の

ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
流
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
謀
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

食お誕生おめでとうごさ.いま す

住所 保護者 名前 生年月日

ー、

旦之上 野口信代志 手[1 康 12. 7 
'.l") 。、

斜 J劾 近藤昭広 {右芽 12.18 

住所 氏名 年齢 死亡の日 世帯主

相l灘団地 2 �'j'7J( 義継 70 12. 5 ìi~í水義tH:

似L 免 :lt11長カヲル 74 12.15 :1 ヒ 11*Jf太f!日

森 渡部サダヨ 87 12.22 波音1\ :iH'x: 

キJイE、、 松木喜代子 78 12.23 松木恭裕

*ごめい福をお祈りいたします

( 

過
食

・

過
飲
の
お
正
月
も
過
ぎ

た

一
月
七
日
、
七

草
が
ゆ
を
食
べ

る
会
が
あ
り
ま
し

た
。

万
病
を
除
く
と
さ
れ
る
こ
の
七

草
が
ゆ
を
食
べ
る

風
習
も
、
近
年

で
は
廃
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば

、

お
正
月
ら
し
さ

が
年
々
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に

思
え
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
お
正

月
ら
し
い
風
習
が
消
え
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

年
末

・

年
始
が
単
な
る
長
期
休

暇
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

編集/) 11内町総務課

干 79トω93 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL(089) 966-2222 有線2111

印刷/岡田印刷
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俳句集「知名美久作J 砂

試
問
/
初
勺
』

対
Z

九
，
h
〉
h
v、
、
，

時
f
H吻ー

し一

J
V
A
 

前
向
む

の俳句渡部氏 (南方)

v 

ゅ
i
Z

2
h
ふ
つ

先
ヴ
包
《

J

/
掬
内岐阜

地
砲

右:渡部因是左:渡部芦錐

中
之
町
の
坂
本
公
保
さ
ん
所
有
の
俳
句
集
『
知
名
美
久
作
」
が
、

複
製
さ
れ
、
装
い
も
新
た
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
池

川
由

登
さ
ん

(和
田
丸
)
が
中
心
に
な
り
、
坂
本
さ
ん
の
許
可

を
得
て
復
元
し
た
も
の
で
す
。

俳
句
集

『知
名
美
久
作
』
は
、
今
か
ら

一
五
O
年
余
り
前
の

弘
化
二
年
(
一
八
四
五
年
)
に
蛸
壷
烏
岬
と
い
う
人
が
、
神
社
・
仏

閣
に
奉
納
す
る
た
め
、
七
万
余
句
の
俳
句
を
集
め
た
中
か

ら
、

二
百
句
余
り
を
抽
出
し
て
作

っ

た
も
の
で
す
。

俳
句
集

「
知
名
美
久
作
」

俳
句
集
に
は
、

南
方
の
渡
部
氏
、

松
瀬
川
の
玉
井
氏
な
ど
川

内
町
の
方
の
句
も
一
回
、

五
句
載
っ
て
い
る
ほ
か
県
内
外
か

ら
の
俳
句
が
た
く
さ
ん
収
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

。

俳
句
の
下
に
は
、
詠
み
人
と
思
わ
れ
る
人
物
が
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
描
か
れ
て
お
り

、

当
時
の
風
俗
を
知
る
貴
重
な
史
料
で
も
あ

り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
池
川
由

査
さ
ん
(
合
九
六
六
l

三
六
O
八
)

ま
で
。


